
岡崎市狩猟免許取得費補助金交付要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、有害鳥獣を捕獲するために必要な狩猟免許を取得し、

有害鳥獣の個体数を減らすことにより、農林水産業被害を防止し、農林

水産業の振興及び経営の安定を図るため、岡崎市狩猟免許取得費補助金

（以下「補助金」という。）を支出するものとし、その交付に関しては

岡崎市市費補助金等に関する規則（昭和34年岡崎市規則第３号）に定め

るもののほか、この要綱の定めるところによる。 

 

（定義） 

第２条 この要綱における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

⑴ 「有害鳥獣」とは、農林水産物の食害等、生産に被害を及ぼす野生

鳥獣をいう。 

⑵ 「狩猟免許」とは、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関す

る法律（平成14年法律第88号）第39条に規定する狩猟免許のうち、第

一種銃猟免許、第二種銃猟免許及びわな猟免許をいう。 

⑶ 「銃猟免許」とは、第一種銃猟免許及び第二種銃猟免許をいう。 

 

（補助対象者） 

第３条 市内に在住し、銃猟免許又はわな猟免許若しくはその両方を取得

した者で、市内の農林水産業被害を防止するために有害鳥獣を捕獲する

事を宣誓する者で、岡崎猟友会長又は支部長から有害鳥獣捕獲の担い手

として推薦される者。 

２ 前項において、次の各号のいずれかに該当する者は補助対象者としな

い。 

⑴   過去に補助金を受けて狩猟免許を取得した者（ただし、過去に取得

した狩猟免許と異なる種類の免許を取得する場合を除く）。 

⑵ 補助金を申請しようとする年度よりも前の年度に狩猟免許を取得し

た者。 

⑶ 狩猟免許を取得後、補助金を申請しようとする時点ですでに狩猟免

許を返納又は失効している者。 

 

（補助対象経費） 

第４条 補助対象経費は次の各号による。 

⑴   狩猟免許取得講習費用 

⑵   狩猟免許取得のための医師の診断書料 

⑶   狩猟免許試験受験料 



２ 前項⑴の補助対象経費は、狩猟免許を取得した前年度までの支出を対

象とする。 

３ 第１項⑵及び⑶の補助対象経費は、補助金を申請しようとする年度よ

りも前の年度で要した経費は補助対象経費としない。 

 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は次の表のとおりとし、予算の範囲内で支出する。 

補助対象免許 補助率 上限 補助金の額 

銃猟免許又は 

わな猟免許 1/2 

以内 

19,000円 上限の範囲内で、 

補助対象経費の合計×補助率 

（千円未満切捨） 
銃猟免許及び 

わな猟免許 
28,000円 

 

（交付申請及び実績報告） 

第６条 補助金の交付申請をしようとする者は、岡崎市狩猟免許取得費補

助金交付申請書兼実績報告書（別記様式）に、次に掲げる書類を添え、

狩猟免許を取得した年度の３月31日までに市長に提出しなければならな

い。 

⑴ 対象経費の領収書の写し 

⑵ 狩猟免状の写し 

⑶ 岡崎猟友会入会申込書の写し 

⑷ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

 

（交付決定及び補助金額の確定） 

第７条 市長は、前条の規定による交付申請書兼実績報告書を受理したと

きは、その内容を審査し、適当と認めたときは、補助金の交付を決定及

び補助金の額を確定し、申請者に通知するものとする。 

 

（補助金の交付） 

第８条 補助金は、前条の規定により交付すべき補助金の額が確定した後

に、申請者からの請求により交付する。 

 

（補助金の返還） 

第９条 市長は、申請者が次の各号のいずれかに該当すると認められると

きは、補助金の全部又は一部の返還を請求することができる。 

⑴   虚偽の申請等、不正な手段により補助金の交付を受けたとき。  

⑵   狩猟免許を取得後、初めて有効期間が満了する前に返納又は失効し

たとき。 

⑶   農林水産業被害を防止するための有害鳥獣の捕獲活動が実施されて



いないとき。 

 

（証拠書類の保管） 

第10条 申請者は、補助事業に係る収入及び支出に関する帳簿並びに証拠

書類その他事業の実施の経過を明らかにする必要な書類を、事業実施年

度の翌年度から起算して５年間保存し、市長が提示を求めた時は、これ

に応じなければならない。 

 

附 則 

１ この要綱は平成23年４月１日から施行する。 

２ この要綱は令和９年３月31日限りでその効力を失う。 

  附 則 

この要綱は平成25年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は平成26年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は平成29年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は平成30年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は令和６年４月１日から施行する。 

 

  



（別記様式） 

 

岡崎市狩猟免許取得費補助金交付申請書兼実績報告書 

 

  年  月  日   

 

 （宛先）岡崎市長 

                        〒   － 

申請者住所                   

 

氏名               （※） 
（※）本人が手書きしない場合は、記名押印してください。 

 

電話                   

 

 新規に狩猟免許を取得しましたので、下記のとおり宣誓し、補助金の交付申請及び実績報告

をします。 

 

１ 補助事業の目的 

   

２ 補助事業の内容 

   

３ 補助事業の実施日 

  狩猟免許取得日      年   月   日 

 

４ 交付を受けようとする補助金の額及びその算出の基礎 

対象経費 金額（円） 

狩猟免許講習会受講料  

医師の診断書料  

狩猟免許試験受験料  

合 計 金 額  

 

５ 宣誓書及び推薦書 

宣誓書 

私は、農林水産業被害を防止するために有害鳥獣を捕獲し、その個体数を減少

させる事に努めます。また、危険・損害の防止に努め、損害が発生しても、市

はその責を負わないことを承知します。 

  年  月  日   署名            

推薦書 

上記の者について、岡崎猟友会（   支部）の会員となり、かつ、有害鳥獣

の捕獲を行う者として推薦します。 

  年  月  日   岡崎猟友会    長            

 

６ 添付書類 

（１） 対象経費の領収書の写し 

（２） 狩猟免状の写し 

（３） 岡崎猟友会入会申込書の写し 

（４） その他市長が必要と認める書類 

 

(補助率) 

×1/2 以内＝ 

(補助金額)※1,000 円未満切捨 
 

円 


